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うつぶせ寝で育てられた小児の歯列・岐合に関する研究

海　原　康　孝　　天　野　秀　昭　　三　浦　一　生

長　坂　信　夫　　石　田　房　枝*

要旨:従来日本では,背臥位による育児が一般的であったが,近年はうつぶせ寝で育てられるケースも多く
みられ,その様相の解明が望まれている。

我々は,研究用模型の三次元計測により,乳児期にうつぶせ寝で育てられた小児の歯列および岐合につい

て検討した。その結果,うつぶせ寝で育てられた小児の歯列には以下のような傾向が認められた。
1 )犬歯および臼歯部の歯列弓幅径が小さい。

2)上顎の歯列弓長径とoverjetが大きい。
3 )切端瞭頭頂連続曲線は直線的である。

4)歯列弓高径は前歯部,臼歯部ともあおむけ寝で育てられた小児との差は認められない。

5)左右対称的で正中の偏位はなく,いわゆるⅤ字型の歯列弓形態をしている。
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緒　　呂

従来日本では,乳児をあおむけ寝で育てる習慣が一般

的であったが,良く眠る,首の座りが早い,呼吸機能の

発達がよい,等の理由卜4)から,近年うつぶせ寝で育て

られるケースも増えている。しかしその一方でうつぶせ

寝に関しては,乳幼児突然死症候群　　　　との関連

性2-9など逆に問題点を指摘する立場もある。いずれに

せようつぶせ寝育児が歯科領域において論じられること

はあまりなく,また,うつぶせ寝育児が歯列の形態や岐

合に与える影響について調査した報告はいまだ少な

い9,10)〇

本研究は乳児期におけるうつぶせ寝育児が小児の歯列

および岐合に与える影響について調査することを目的と

し,本講座所有の三次元模型計測システム11,12)により口

腔内印象模型の計測を行い,三次元的に検討した。

資料および研究方法

1.資料およびその分類

資料は1992年4月から1995年7月までに茨城県の2
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か所の某歯科医院および広島大学歯学部附属病院小児歯

科に来院した日本人小児の口腔内印象模型(以下模型と

略)である。このうち,石田の方法9'に準/じ,母親への

問診により,生後より自分で寝返り′ができるようになる

までの間,うつぶせ寝のみで育てられた小児(うつぶせ

児:以下ppと略)と,あおむけ寝のみで育てられた小

児(あおむけ児:以下S/と略)の乳歯列期における模

型を選出した。その際,未熟児,習癖,矯正治療の既

往,実質欠損,個々の歯の形態異常,岐合に与える影響

が大であると考えられる修復処置のあるものは除外し

た。表1に資料の分布および平均年齢を示す。なお,印

象採得はアルギン酸塩印象材により行った。

2.計測およびデータ処理方法

1 )計測点の設定および表記方法

①　計測点の設定

設定した計測点は,乳前歯切端中央,乳犬歯尖頭,乳

臼歯岐頭頂,歯冠近遠心最大豊隆部,乳臼歯分界溝,お

よび唇側歯頚部最深点,および舌側歯頚部最深点で,合

計138点である(図1)。

表1資料の分布と平均年齢

うつぶせ児 pp あおむけ児 (S)

男子 女子 男子 女子

人 数 10 10 10 10
平均年齢 3 Y 8M 4 Y 4 M 3 Y 9 M 4 Y 0 M
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図1計測点の設定

②　表記方法

歯種の表記はFDトISO方式による歯番号を採用し

た。解剖学的部位は以下のようにアルファベットをつけ

て表記した。

C :前歯切端中央,犬歯尖頭,瞭頭頂

M:近心

D :遠心

B :唇側あるいは横側

L :口蓋側あるいは舌側

G :歯頚部最深点

K :分界溝

Ⅹ :最大豊隆部

設定した計測点は歯番号(1, 2桁日)の後ろにアルフ

ァベットを付けて表した。

例1 : 65 LG一一上顎左側第二乳白歯舌側歯頚部最深点

例2: 51 C--上顎右側乳中切歯切端中央

2)三次元模型計測システムによる計測

計測には本講座所有のダイレクトメソッドによる三次

元模型計側システムを用いtzv　　図2)。各軸の計測精

図2　三次元計測機

度はⅩ軸およびZ軸では約0.1mm,Y軸では誤差値の

最大値が0.04mmn),模型計測時における再現性,岐合

の再現性は,ともに0.1mm以下である12)。計測の手順

は以下の通りである12)。

i)模型を模型台に固定し,模型上に設定した計測点を

上顎,下顎それぞれ別個に全て入力する。

ii)バイトワックスにより模型を岐合させた状態に固定

し,上下顎の萌出している全ての歯の唇側歯頚部最深

点(以下BG)を再度入力する。

m; ①のBGのデータと②のBGのデータから,座標

変換行列を最適化し, ①のデータを全て②の座標系へ

座標変換する。

vi) iii)で得られたデータを最終的なデータとして数値

処理およびグラフィック処理する。

3)計測データの数量化および画像処理

①　座標値および計測点間距離

a)歯冠近遠心幅径

藤田13)が記載した計測基準により歯冠近遠心最大豊隆

部間を歯冠近遠心幅径として算出した。

b)歯列弓幅径

以下に示す上下顎における両側の計測点間距離を歯列

弓幅径として算出した。

計測点

両側乳犬歯C間
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両側BCまたはMBC間

両側LCまたはMLC間

両側BK (下顎はMBK)間

両側MLK間

両側LG間

C)歯列弓長径

上顎は11MXと21MXまたは51MXと61MXの中

点,下顎は31MXと41MXまたは71MXと81MXの

中点から以下のI ～Ⅳの計測点を結んだ線-の垂線の長

さを歯列弓長径として算出した。

計測点

I :両側乳犬歯C

Ⅱ :両側乳犬歯LG

Ⅲ :両側第2乳臼歯BK (下顎はMBK)

Ⅳ :両側第2乳臼歯DX

d ) overbiteおよびoverjet

65Cより71Cの基準平面に対する垂直距離をover-

bite,水平距離をoverjetとして算出した。

e)切端岐頭頂連続曲線

上下顎のC, MBC,およびDBCの基準平面からのY

座標値を連ねた曲線を切端岐頭頂連続曲線と定義した。

従って,計測点の上下的な位置関係は, Y座標値が小

さくなるほど計測点が下方にある。

f)歯列弓高径

上下顎各歯牙のBGの基準平面からのY座標値の差

の絶対値を歯列弓高径と定義した。

なお,計測結果の検討はStudent'sトtestにより行っ

た。

(多　岐合のプロフイログラム

正面,側面,上面の3方向から歯列を捉えたワイヤー

フレームモデルによる岐合状態のプロフイログラムによ

り視覚的な分析を行った。以下計測点の結び方を示す。

a)正面図

前歯は切端中央　c ,歯冠近心最大豊隆部(MX),唇

側歯頚部最深点(BG),歯冠遠心最大豊隆部(DX)を

結び,犬歯は尖頭(c),歯冠近心最大豊隆部(MX),

唇側歯頚部最深点　BG ,歯冠遠心最大豊隆部(DX)

を結び,臼歯は近心横側岐頭頂　　　　と,歯冠近心

最大豊隆部(MX),唇側歯頚部最深点(BG),歯冠遠心

最大豊隆部(DX)を結んだ。したがって個々の歯は四

角形で表現している。また,全ての歯牙の唇側歯頚部最

深点　BG　を結び,さらに切端(c),尖頭(C)およ

び近心頼側岐頭頂　MBC　を結んだ。

b)側面図

正面図と同様である。

C)上面図

個々の歯は各歯のMX, BG, DXおよびLGを結んで

できる四角形として表した。また,各歯の配列状態をよ

り明確にするため歯のMXとDXを結び,各歯のBG

およびLGを結んだ。

d)正常岐合者との比較

IIA期の正常校合を有する小児のプロフイログラム13)

にPPとSのプロフイログラムを重ね合わせて検討し

た。

結　　果

計測により全ての対象資料について,全ての計測部位

の三次元座標値が得られた。それに基づき,座標値,計

測点間距離,およびプロフイログラムによる検討を行っ

た。

1.座標値および計測点間距離

1)歯冠近遠心幅径

表2は歯冠近遠心幅径の債を示す。男女ともに全ての

歯種において, PPとSの間に統計的有意差は認められ

なかった。

2)歯列弓幅径

表3は上顎,表4は下顎の歯列弓幅径の′倍を示す。男
/

子の73LG-83LG間,女子の53C-63C間距離を除く

全ての計測部位において, PPの方がSよりも有意に小

さかった。この傾向は特に男子の上顎において顕著に認

められた。

3)歯列弓長径

表5は歯列弓長径の債を示す。算出した全ての部位に

おいて, PPとSの間に統計的有意差は認められなかっ

たが,上顎において,男女ともにPPがSより大きい値

を示した。

4 ) overbiteおよびoverjet

表6はoverbiteおよびoverjetの値を示す。 overbiteは

男女ともにPPとSとの間に統計的有意差は認められな

かった。 overjetは男女ともにPPとSとの間に統計的

有意差は認められなかったが, ppの方がSより大きい

値を示した。

5)切端岐頭頂連続曲線

切端・尖頭・岐頭頂の基準平面からのY座標値の値

は, ppもSも男女ともに左右に統計的有意差が認めら

れなかったため,左右をまとめて算出した。

表7は上顎の切端・尖頭・瞭頭頂の基準平面からの

Y座標値の値を示す。 ppでは,最大値を示したのは,

男女共に第2乳臼歯遠心横側岐頭頂で男子が-4.65

mm,女子が-4.37mm,最小値を示したのは男女共に



小児歯科学雑誌　36(5) 1998　851

表2　歯冠近遠心幅径

乳 中切 歯 乳 側 切 歯 乳 犬 歯 第 1 乳 白歯 第 2 乳 臼歯

p p p p p p p p p p

上 顎

N 1 0 1 0 10 10 1 0 10 10 10

M E A N 6 .7 6 6 .8 6 5 .4 9 5 .6 8 6 .3 9 6 .7 2 7 .4 2 7 .6 2 9 .4 9 9 .5 1

男 子 S . D . 0 .4 7 0 .5 0 0 .3 1 0 .3 5 0 .2 3 0 .2 4 0 .3 8 0 .3 5 0 .4 5 0 .4 9

M A X 7 .2 6 7 .5 9 5 .9 8 6 .0 7 6 .8 8 7 .18 8 .10 8 .2 1 10 .3 2 10 .3 3

M IN 6 .0 2 6 .1 3 5 .0 4 4 .8 4 6 .0 9 6 .2 8 6 .9 2 7 .2 2 ′8 9 8 .90

N 10 10 1 0 10 10 1 0 10 10

M E A N 6 .7 2 6 .5 3 5 .5 5 5 .3 3 6 .34 6 .4 6 7 .2 5 7 .2 0 9 .2 6 9 .0 8

女 子 S . D . 0 .2 7 0 .4 9 0 .2 5 0 .3 8 0 .2 7 0 .2 6 0 .4 4 0 .4 8 0 .4 8 0 .5 2

M A X 7 .2 0 7 .4 1 5 .7 6 5 .8 7 6 .8 1 6 .8 6 7 .7 8 7 .7 8 9 .8 0 9 .9 0

M IN 6 .19 5 .6 9 4 .9 9 4 .8 3 5 .8 6 5 .9 2 6 .5 6 6 .3畠 8 .3 9 8 .0 8

下 顎

N 10 10 1 0 10 10 1 0 10 10 10 10

M E A N 4 .16 4 .4 0 4 .8 3 5 .1 1 5 .6 8 5 .7 3 8 .15 8 .2 8 1 0 .12 10 .2 6

男 子 S . D . 0 .2 5 0 .2 4 0 .3 1 0 .5 0 0 .19 0 .4 4 0 .4 5 0 .6 8 0 .5 1 0 .3 8

M A X 4 .5 8 4 .6 8 5 .2 8 5 .8 4 6 .0 9 6 .2 8 9 .0 0 9 .6 2 1 0 .9 0 10 .7 5

M IN 3 .7 8 3 .9 4 4 .3 3 4 .4 8 5 .4 7 4 .6 2 7 .3 4 7 .15 9 .5 4 9 .6 6

N 10 10 1 0 10 10 1 0 10 1 0

M E A N 4 .18 4 .3 1 4 .8 1 5 .0 0 5 .5 2 5 .7 0 7 .9 6 8 .0 9 9 .8 2 9 .7 5

女 子 S . D . 0 .2 9 0 .2 3 0 .4 1 0 .3 5 0 .3 8 0 .3 7 0 .5 6 0 .4 0 0 .4 4 0 .5 0

M A X 4 .5 2 4 .8 0 5 .4 9 5 .6 8 6 .12 6 .3 1 8 .7 4 8 .7 7 1 0 .5 3 1 0 .3 4

M TN 3 .6 0 4 .0 2 4 .0 8 4 .5 2 4 .8 5 4 .9 7 7 .0 3 7 .4 7 9 .0 6 8 .8 3

表3　歯列弓幅径(上顎)

T O O T H 5 3 - 6 3 5 4 - 64 5 5ー6 5

P O TN T C L G L C L G L C L G

p p p p p p p p p p p p p p

N 1 0 10 10 10 1 0 1 0 10 10 10 1 0 10 10 10 10

M E A N 2 9 .3 8 3 0 .9 3 2 3 .3 1 2 5 .13 2 9 .6 4 3 2 .0 4 2 5 .6 0 2 8 .19 3 3 .4 1 3 6 .3 2 4 4 .5 4 4 7 .3 0 2 7 .5 0 3 0 .6 0

男 子 S . D .
」 * * 」 」 * * * 」 」 * * * 」 」 * * * *」 」 * * # -」 」 * * * 」 」 * # # * 」

0 .7 9 1.1 7 0 .8 1 1.l l 1 .0 6 1 .2 0 1 .0 2 1.2 5 1 .3 1 1 .4 2 1 .2 1 1.6 8 1 .10 1 .5 1

M A X 3 0 .4 6 3 3 .0 9 2 4 .7 9 2 7 .0 1 3 0 .80 34 .84 2 6 .6 5 3 1.0 3 3 5 .2 2 3 9 .24 4 6 .2 3 5 0 .7 1 2 8 .7 8 3 4 .2 3

M IN 2 8 .1 9 2 9 .2 5 2 2 .15 2 3 .15 2 7 .4 1 3 0 .2 4 2 3 .6 7 2 6 .9 2 3 0 .84 34 .4 5 4 2 .5 6 4 5 .3 8 2 5 .4 6 2 9 .3 0

N 1 0 1 0 0 0 10 0 0 in 10 10 1 0 10 10 1 0

M E A N 2 8 .60 2 9 .8 4 2 2 .5 4 2 3 .9 3 2 9 .1 3 30 .7 0 2 5 .0 4 2 6 .8 8 3 2 .5 6 34 .32 4 3 .2 2 4 5 .0 1 2 6 .9 1 2 8 .6 7

女 子 S . D .
」 * 」 」 * 」 」 * * 」 」 * - ' 」 * 一」 」 * 」

1 .5 5 1 .3 1 1.2 0 1.2 7 1 .4 9 1 .6 9 1 .2 1 1.5 9 1 .5 6 1 .9 5 1 .2 8 1.7 3 1 .2 9 1 .6 3

M A X 3 1 .0 0 3 1 .6 1 2 4 .6 3 2 6 .5 9 3 1 .2 7 34 .2 3 2 6 .7 0 2 9 .8 7 3 4 .4 5 3 6 .4 2 4 5 .1 8 4 6 .8 1 2 8 .3 6 30 .8 9

M IN 2 6 .64 2 7 .6 1 2 1.0 4 2 2 .4 9 2 6 .3 3 27 .6 4 2 2 .6 7 2 4 .0 3 2 9 .6 4 30 .4 7 4 1 .2 3 4 2 .12 2 4 .16 2 6 .1 8

:p<0.05 **:p<0.01 ***:p<0.001 (mm)

乳犬歯尖頭で男子が-5.61mm,女子が-5.18mmであ　　　-3.97mm,最小値を示したのは男女共に乳犬歯尖頭で

り,最大値と最小値の差は男子が0.95mm,女子が0.98　　　男子が-5.55mm,女子が-5.81mmであり,最大値と

mmであった。 Sでは,最大値を示したのは,男女共に　　　最小値の差は男子が1.12mm,女子が1.84mmであっ

第2乳臼歯遠心横側瞭頭頂で男子が-4.43mm,女子が　　　た。
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表4　歯列弓幅径(下顎)

T O O T H 7 3 - 8 3 7 4 - 8 4 7 5 - 8 5

P O IN T C L G L C L G L C L G

p p p p p p p p p p p p p p p p

N 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

M E A N 2 2 .9 8 24 .2 1 1 8 .6 1 19 .32 2 5 .7 8 2 7 .2 2 3 2 .4 0 3 3 .8 1 2 3 .3 2 2 4 .9 6 2 8 .8 5 3 1 .3 7 3 7 .5 5 3 9 .6 9 2 6 .6 1 2 8 .7 6

男 子 S . D .
」 # # -」 」 * l.」 」 * - ' 」 * * - I 」 * * * 」 」 * # # -」 」 * * * 」

0 .7 8 0 .85 1 .1 3 0 .9 8 0 .9 9 1 .4 8 1.0 3 1.3 5 1.0 1.2 7 0 .8 7 1.5 8 0 .6 9 1.5 2 1.1 1 0 .8 8

M A X 2 4 .5 3 2 5 .6 4 2 1 .5 5 2 0 .9 5 2 7 .2 1 2 9 .0 9 3 3 .6 1 3 6 .16 2 5 .8 6 2 6 .8 5 3 0 .15 3 4 .2 0 3 8 .6 3 4 1.8 5 2 8 .3 5 3 0 .18

M N 2 2 .3 5 2 3 .0 5 17 .82 17 .9 6 2 4 .4 2 2 4 .4 6 3 0 .4 9 3 2 .1 1 2 2 .2 2 2 2 .8 5 2 7 .4 6 2 9 .0 1 3 6 .5 3 3 6 .9 8 2 5 .3 5 2 7 .2 5

N 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 0 10

M E A N 2 1.84 2 3 .3 4 17 .5 3 18 .7 1 2 4 .8 8 2 6 .6 6 3 1.0 7 3 2 .9 5 2 2 .4 4 2 4 .7 2 2 7 .9 6 2 9 .7 4 3 6 .0 5 3 8 .0 6 2 6 .2 6 2 7 .9 7

女 子 S . D .
」 * l」 」 * l」 」 * l」 」 * .」 」 * * 」 」 * 」 」 * 」 」 * 」

1.6 6 1.0 8 1.17 0 .8 3 1.2 5 1.5 9 1.5 5 1.7 2 1 .18 1.7 5 1 .3 1 1 .9 8 1.4 2 1 .9 1 1.3 2 1.9 8

M A X 2 4 .13 2 5 .2 7 19 .0 2 2 0 .12 2 6 .3 8 2 9 .12 3 3 .8 7 3 5 .5 7 2 4 .7 6 2 6 .5 4 2 9 .6 7 3 1.5 0 3 8 .5 8 4 0 .8 2 2 8 .8 4 3 1.2 9

M IN 19 .9 7 2 2 .12 15 .7 9 17 .5 6 2 2 .4 8 2 3 .6 7 2 8 .0 9 3 0 .1 1 2 0 .5 2 2 1.1 9 2 5 .6 6 2 5 .3 2 3 4 .0 0 3 4 .6 9 2 3 .7 7 2 4 .3 6

:p<0.05 **:p<0.01 ***:p<0.001 (mm)

表5　歯列弓長径

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

P P S P P S P P S P P S

上顎

N 10 0 1 0 10 0 10 10 1 0

M E A N 7 .6 1 7 .1 7 10 .5 0 10 .2 0 17 .80 17 .4 3 2 8 .0 0 ′2 7 .2 8

男 子 S . D . 1.13 1 .1 4 1 .2 2 1 .1 2 1 .1 5 1 .6 6 1 .2 2 ′ 1 .7 5

M A X 8 .9 1 9 .1 9 12 .3 3 1 1 .82 19 .3 7 2 1 .10 2 9 .6 6 2 9 .5 8

M IN 5 .2 0 5 .4 8 9 .0 2 8 .6 6 15 .9 3 14 .6 5 2 6 .2 3 2 3 .7 8

N 1 0 1 0 10 10 10 10 10 10

M E A N 7 .3 5 6 .9 6 10 .19 9 .9 0 17 .2 1 16 .8 3 2 7 .0 1 2 6 .3 1

女 子 S . D . 0 .9 2 0 .7 2 0 .7 3 0 .8 6 0 .6 2 0 .8 9 1.2 6 1.3 2

M A X 8 .8 3 8 .2 1 l l .0 6 1 1 .13 17 .9 8 18 .3 0 2 8 .6 3 2 8 .7 0

M IN 6 .1 5 5 .84 8 .9 6 8 .3 7 16 .0 8 15 .10 2 5 .14 2 4 .7 2

下 顎

N 1 0 10 10 10 10 10 10 10

M E A N 4 .2 5 4 .0 0 8 .0 1 7 .6 4 14 .1 1 14 .3 3 2 5 .4 7 2 4 .9 0

男 子 S . D . 0 .6 7 0 .9 0 0 .9 4 1.15 1.0 7 1.2 0 1.0 7 1.6 1

M A X 4 .8 6 5 .4 3 9 .5 4 9 .5 5 16 .2 5 16 .4 6 2 6 .7 7 2 7 .6 6

M IN 2 .5 1 2 .82 6 .6 0 6 .17 12 .6 2 12 .8 9 2 3 .8 4 2 2 .3 0

N 0 10 10 10 10 10 10 10

M E A N 4 .2 5 4 .6 1 7 .4 5 7 .8 3 13 .2 2 1 4 .2 9 2 4 .6 3 2 2 .5 8

女 子 S . D . 0 .7 4 0 .9 9 0 .7 8 0 .6 6 1.2 4 1.0 7 1.2 9 3 .3 4

M 阜X 5 .3 6 6 .2 3 8 .8 5 8 .8 9 15 .2 1 1 5‥、8 2 2 6 .8 6 2 6 .8 6

M IN 3 .10 3 .10 6 .6 0 6 .6 7 ll .7 8 1 2 .6 7 2 2 .5 7 1 7 .5 5

表8は下顎の切端・尖頭・岐頭頂の基準平面からの　　　臼歯遠心頼側岐頭頂で男子が-4.41mm,女子が-4.14

7座標値の値を示す。 ppでは,最大値を示したのは男　　　mmであり,最大値と最小値の差は男子が1.04mm,女

子ほ乳側切歯切端中央で男子が-3.37mm,女子は犬歯　　　子が0.90mmであった。 Sでは,最大値を示したのは

尖頭で-3.23mm,最小値を示したのは男女共に第一乳　　　男女共に第2乳臼歯遠心岐頭頂で男子が-3.39mm,女
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表6　overbiteおよびoverjet

O v e rb ite O v eiコet

男 子 女 子 男 子 女 子

p p p p p p p p

N 10 10 1 0 10 10 10 10 1 0

M E A N 1 .4 0 1 .4 9 1.7 4 3 .0 6 2 .4 3 2 .6 0 2 .1 0

S . D . 0 .7 2 0 .9 3 0 .6 6 0 .9 7 0 .6 3 0 .7 9 0 .6 0 0 .9 7

M A X 3 .0 9 2 .7 8 2 .2 7 3 .3 5 4 .0 2 3 .2 4 3 .3 1 4 .5 1

M IN 0 .9 8 0 .0 7 0 .0 8 0 .3 0 1 .85 1 .0 4 1.3 6 0 .9 9

表7　切端・尖頭・瞭頭頂のY座標値(上顎)

1 C 2 C 3 C 4 M B C 5 M B C 5 D B C

P P S P P S P P S P P S P P S P P S

N 10 10 10 10 10 0 10 10 0 10 10 10

M E A N - 5 .5 2 - 5 .16 - 4 .9 9 - 4 .9 0 - 5 .6 1 - 5 .5 5 - 5 .3 2 - 5 .0 7 - 4 .9 2 - 4 .5 8 - 4 .6 5 ー 4 .4 3

男 子 S . D . 0 .6 9 0 .7 1 0 .4 5 0 .7 5 0 .6 0 0 .7 9 0 .3 0 0 .4 4 0 .2 8 0 .2 4 0 .4 2 0 .2 7

M A X - 4 .4 1 - 4 .4 4 - 4 .14 - 4 .18 - 4 .7 3 - 4 .5 5 - 4 .9 6 - 4 .3 1 ー 4 .5 2 - 4 .10 - 3 .9 3 - 3 .9 9

M IN - 6 .5 1 - 6 .8 5 ー 5 .6 7 - 6 .5 9 - 6 .7 8 - 7 .2 5 - 6 .0 1 - 5 .9 5 - 5 .4 0 一 4 .9 4 - 5 .5 2 - 4 .9 0

N 10 10 10 10 10 10 10 10 0 0 10 10

M E A N - 4 .9 7 - 5 .8 1 - 4 .5 3 - 5 .2 4 - 5 .18 - 5 .7 5 - 5 .0 1 ー 5 .0 6 - 4 .5 9 - 4 .3 7 - 4 .3 7 ー 3 .9 7

女 子 S . D . 0 .6 1 0 .7 0 0 .4 7 0 .5 1 0 .5 1 0 .5 8 0 .4 5 0 .5 4 0 .3 1 0 .4 0 0 .3 4 0 .5 1

M A X - 4 .3 7 - 4 .5 7 - 3 .9 0 - 4 .6 2 - 4 .6 5 - 4 .7 7 - 4 .2 4 - 4 .14 - 4 .0 2 - 3 .7 4 - 3 .9 1 - 3 .2 2

M iN ー 6 .3 7 - 6 .5 9 - 5 .4 5 - 6 .2 0 - 6 .l l - 6 .3 1 - 5 .4 8 - 6 .0 6 - 5 .0 4 - 5 .0 0 - 5 .0 6 - 4 .7 8

表8　切端・尖頭・瞭頭頂のY座標値(下顎)

1 C 2 C 3 C 4 M B C 4 D B C 5 M B C 5 D B C 5 D C

P P S P P S P P S P P S P P S P P S P P S P P S

N 10 10 10 0 10 10 0 10 10 10 10 10 10 10 10 0

M E A N - 3.52 - 3 .9 3 - 3 .37 - 3 .8 5 - 3 .38 - 3 .6 - 4 .10 - 3 .8 9 - 4 .4 1 - 4 .3 0 - 4 .25 - 3.9 2 - 3 .85 - 3 .4 6 - 3 .90 - 3 .3 9

男 子 S . D . 0.80 .33 0 .7 1 1.3 5 0 .45 0 .7 7 0 .32 0 .6 4 0 .19 0 .4 3 0 .36 0 .3 9 0 .46 0 .3 8 0 .63 0 .5 0

M A 革 - 2.40 - 2 .6 3 - 2 .29 - 2 .5 0 - 2 .74 - 2 .4 0 - 3 .6 1 - 2 .9 9 - 4 .14 - 3 .6 6 - 3 .54 - 3.4 5 - 3 .23 - 3 .0 8 - 3 .25 - 2 .7 0

M IN - 4 .7 3 - 6 .3 1 - 4 .40 - 6 .3 1 ー3 .93 - 4 .9 5 - 4 .63 - 4 .9 6 ー4 .70 - 4 .9 0 - 4 .7Q - 4 .8 3 - 4 .84 - 4 .2 5 - 5 .16 - 4 .2 2

N 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 0 10 10 10 10 0

M E A N - 3.4 2 - 4 .0 0 - 3 .30 - 3 .6 5 - 3 .23 - 3 .2 3 - 3 .80 - 3 .8 ー4 .14 - 4 .0 9 - 3 .85 - 3 .8 1 - 3 .53 - 2 .9 6 - 3 .8 1 - 2 .7 9

女 子 S . D . 0 .96 0 .86 1.05 0 .8 8 0 .83 0 .7 1 0 .63 0 .6 3 0 .60 0 .5 0 0 .4 7 0 .54 0 .50 0 .6 0 0 .65 0 .5 6

M A X ー 2.2 9 - 2 .7 8 - 2 .12 - 2 .4 3 - 2 .18 - 1 .9 3 ー2 .95 - 2 .8 1 - 3 .33 - 3 .3 5 - 3 .33 - 3.17 - 2 .96 - 1 .7 9 - 2 .92 - 2 .0 8

M IN - 5 .14 - 5 . 1 - 4 .86 - 4 .9 3 - 5 .l l - 4 .16 - 5 .14 - 4 .6 6 - 5 .22 - 4 .9 0 - 4 .87 - 4 .6 3 - 4 .60 - 3 .6 8 - 4 .93 - 3 .6 7

子が-2.79mm,最小値を示したのは男女共に第一乳臼　　　6)歯列弓高径

歯遠心頼側瞭頭頂で男子が-4.30mm,女子が-4.09mm　　　　表9は歯列弓高径の値を示す。 ppもSも男女共に左

であり,最大値と最小値の差は男子が0.69mm,女子が　　右差が認められなかったため,左右の値を平均して算出

0.86mmであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。歯列弓高径は男女ともにPPとSとの間に統計的

有意差は認められなかった。しかし,女子の乳中切歯以
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表少　歯列弓高径

1 - 1 2 - 2 3 - 3 4 - 4 5 - 5

P P S P P S P P S P P S P P S

N 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

M E A N 7 .4 4 8 .1 6 7 .5 3 8 .4 5 8 .7 6 9 .2 1 8 .7 6 8 .8 8 8 .0 6 7 .7 9

男 子 S . D . 1 .3 4 1 .8 3 1 .0 3 1 .8 2 0 .8 5 1 .6 3 0 .5 8 0 .8 9 0 .7 5 0 .6 1

M A X 9 .9 4 1 1 .3 7 9 .2 9 1 2 .3 3 1 0 .3 7 1 2 .5 7 9 .7 0 1 0 .2 9 9 .0 0 8 .9 8

M IN 5 .2 4 5 .5 8 5 .7 1 5 .7 0 7 .5 6 6 .9 5 7 .7 3 7 .5 8 6 .6 9 6 .9 9

N 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0

M E A N 7 .6 4 7 .4 4 7 .9 8 8 .l l 8 .6 3 9 .1 2 8 .2 3 8 .8 1 7 .3 9 7 .2

女 子 S . D . 1 .7 1 1 .2 6 1 .5 3 一0 7 1 .1 6 0 .9 5 1 .1 9 0 .9 2 0 .5 9 0 .9 5

M A X 1 0 .1 2 9 .7 3 1 0 .7 2 9 .3 9 1 0 .6 7 1 0 .0 2 1 0 .3 8 1 0 .1 2 8 .3 1 8 .8

M I N 4 .6 0 5 .1 6 5 .4 1 一19 6 .9 5 7 .4 0 6 .4 2 7 .3 3 6 .6 8 5 .8 7

外の値はすべてPPがSより小さい値を示した。

2.岐合のプロフイログラムによる分析

図3は正面から歯列を捉えたプロフイログラムを示

す。 ppはSに比べて歯列弓幅径が小さい傾向にある。

また, ppもSも正中の偏位はあまり認められない。

図4は側面から歯列を捉えたプロフイログラムを示

す。切端瞭頭頂連続曲線および歯列弓高径に関しては,

ppとSの間にあまり差が認められないが, ppはSに

比べて上顎の歯列弓長径とoverjetが大きい傾向にあ

る。

図5は上面から歯列を捉えたプロフイログラムを示

す。 ppはSに比べて歯列弓幅径が小さく,上顎の歯列

弓長径とoverjetが大きい傾向にあった。また, ppの歯

～ .∠ L.lCIl - 、」 x …

.. TT .ll 二工 ゝ 二ゝ

、lt 、、、◆

P P 女 子

列は左右対称的でいわゆるⅤ字型の歯列弓形態を示し

た。

図6は正常校合を有する小児の上顎歯列と今回の結果

のプロフイログラムを重ね合わせたものを示す。 Sの歯

列は正常瞭合のものとの差は,あまり認められない。 PP

の歯列はⅤ字型で,正常校合のものより歯列弓幅径が

小さく,歯列弓長径が大きい傾向にある。

図7は正常校合を有する小児の下顎歯列と今回の結果

のプロフイログラムを重ね合わせたものを示す。正常岐

合のものと比較すると, Sはあまり差は認められない

が, ppは歯列弓幅径が小さい傾向を認めた。
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図6　正常校合を有する歯列との重ね合わせ(上顎)
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図7　正常岐合を有する歯列との重ね合わせ(下顎)

破線:下顎(正常唆合)



考　　察

1.資料および計測について

1)資料について

今回計測したppの資料は,生まれてから自分で寝返

りができるようになるまでの間,昼も夜もうつぶせ寝の

みで育てられた小児のものであり,ときどきうつぶせ寝

で寝ているものは含まれていない。 Sの資料もあおむけ

寝のみで育てられた小児のものである。また,未熟児,

習癖,矯正治療の既往,実質欠損,個々の歯の形態異

常,歯列校合に与える影響が大であると考えられる修復

処置のあるものは除外した。したがって,今回の資料

は,寝かせ方の違いが歯列弓形態に与える影響を検討す

るのに適切であると思われる。

また,今回得られた資料に反対岐合のものは全く含ま

れていない。石田9)は, ppの子供は反対岐合が少ないと

指摘している。

2)計測について

今回設定した計測点により,歯冠近遠心幅径,歯列弓

幅径,歯列弓長径, overbite, overjet,切端岐頭頂連続曲

級,歯列弓高径およびプロフイログラムによる分析を行

うことで従来臨床で良く行われているノギスによる分析

よりかなり詳細な情報を得ることができた。

計測に用いた三次元模型計測システムの計測精度は,

各軸の精度は, Ⅹ軸およびZ軸では約0.1mm, Y軸で

は誤差値の最大値が0.04mmlO,模型計測時における再

現性,校合の再現性はともに0.1mm以下12)であり,歯

列分析を行うには十分であると考える。

2.座標値および計測点間距離による分析

1)歯冠近遠心幅径

全ての歯種の歯冠近遠心幅径に関して, PPとSの間

に統計的有意差は認められなかった。また,日本小児歯

科学会15)および海原12)が報告した正常唆合者の値と今回

の結果を比較すると, ppの値もSの値も男女ともに全

ての歯種において±l.S.D.以内であった。

2)歯列弓幅径

歯列弓幅径は,男子の73LG-83LG間,女子の53C

-63C間距離を除く,全ての計測部位において, PPの

方がSよりも有意に小さかった。

上顎の歯列弓幅径は,日本小児歯科学会15)および海

原12)が報告した正常校合者の値と今回の結果を比較する

と, ppは男女ともに53C-63C間および73LC-83LC

間を除く全ての計測部位の値が-1. S. Dを越えて小さ

く, Sは全て標準偏差内であった。

下顎の歯列弓幅径は,日本小児歯科学会14)の値と比較
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すると,男子のPPの74LG-84LG,女子のPPの74LG

-84LGと75B-85B間が-l.S.D.を越えて小さく,そ

れ以外はppもSも全て標準偏差内であった。海原12)の

債と比較すると,ppの73C-83C間および73LG-83LG

間以外はppもSも全て-l.S.D.を越えて小さかっ

た。

石田9),岡山環境保健所10)成田ら15)の研究によると,

上下顎ともppの方がSより歯列弓幅径が小さいという

結果であった。

以上より, ppの歯列弓幅径はSに比べて小さいこと

が示唆された。

3)歯列弓長径

本研究では算出した全ての部位において, PPとSの

間に統計的有意差は認められなかった。しかし,上顎で

は男女ともにPPがSより大きい値を示した。

石田9)および成田ら15)の研究結果では, ppの歯列弓長

径は上顎は有位に大きいが,下顎には差がないという結

果である。

以上より, ppの歯列弓長径は上顎が大きい傾向にあ

ることが示唆された。

4 ) overbiteおよびoverjet

overbiteはppは男子が平均値で1.88mm,女子が1.49

mm,Sは男子が1.40mm,女子が1.74mmで,男女とも

にPPとSとの間に統計的有意差は認められなかった。

overjetはppは男子が平均値で3.06mm,女子が2.60

mm, Sは男子が2.43mm,女子が2.10mmで,男女とも

にPPがSとの間に統計的有意差は認められなかった

が,男女ともにPPがSに比べて大きい傾向が認められ

た。

海原12)の標準値では,乳歯列の正常校合を有する小児

は, overbiteは男子0.94±0.67 mm,女子0.72±0.49

mm,およびoverjetは男子2.03±0.60mm,女子2.15±

0.58mmと述べている。このことから, ppのoverjetは

大きい傾向にあると思われる。

5)切端岐頭頂連続曲線

乳歯列の切端岐頭頂連続曲線の位置的に一番高い部位

と一番低い部位との差は,鈴木16)の報告では上下顎とも

に1mm以下,野坂ら17)の報告では上顎が0.66mm,港

原12)の報告では上顎は男子が1.43mm,女子が1.33

mm,下顎は男子が1.12mm,女子が1.25mmである。

本研究の値はppもSも2mm以内であることから,

PPもSも切端岐頭頂連続曲線は直線的で正常校合を有

する歯列と差がないと思われる。また, ppもSも座標

値に左右差が認められないことから,切端瞭頭頂連続曲

線には左右非対称が認められないと思われる。



858　海原康孝ほか:うつぶせ寝で育てられた小児の歯列・校合

6)歯列弓高径

歯列弓高径は女子の乳中切歯の値を除いては,すべて

ppがSより小さい値を示した。また,本研究の結果と

海原12)の値とを比較すると, ppの男子の乳中切歯と乳

側切歯の値が-l.S.D.を越えて小さいが,それ以外の

値は全て標準偏差内であった。また, ppもSも左右の

歯列弓高径の値に統計的有意差が認められなかった。

したがって, PPもSも上下の岐合関係は左右対称的

で正常校合者とあまり変わらないが, ppの方がSに比

べて若干瞭合が低い傾向が認められた。

3.岐合のプロフイログラムによる分析

ppとSとを比較したプロフイログラムからは,男女

ともに切端岐頭頂連続曲線および歯列弓高径に大きな差

は認められないが,上顎の歯列弓長径とoverjetがpp

の方がSに比較し大きい傾向にあった。また,歯列弓

形態は, ppもSも歯列は左右対称的で正中の偏位はあ

まり認められないが, PPはいわゆるⅤ字型, Sは半円

形の歯列弓形態であった。

また,正常校合を有する小児の歯列のプロフイログラ

ム13)と今回の結果のプロフイログラムを重ね合わせる

と,上顎に関してはSの歯列は正常校合のものとあま

り差は認められない。 PPの歯列はⅤ字型で,正常岐合

のものより歯列弓幅径が小さく,歯列弓長径が大きい傾

向にあった。下顎はSは正常岐合のものとあまり差は

認められないが, ppは歯列弓幅径が小さい傾向を示し

た。

石田9)によると, ppは長頭型が17%,中頭型が59

%,短頭型が19%,過短頭型が5%で, Sは長頭型が17

%,中頭型が0%,短頭型が27%,過短頭型が63%で

あり, ppの方がSに比べて鼻以外の頭顔面部の幅径が

狭く,長径が長い,また, ppはいわゆる未熟児様顔

貌18)をしていると述べている。

久島19)は頭蓋輪郭形態と上顎の歯列弓形態との関連性

について,水平位頭蓋輪郭形態に平坦化のみられる場

合,上歯列弓およびapical baseの位置は,頭蓋正中線

に対し,後頭部の平坦化を示す側と同側への偏位あるい

は傾斜を示し,一方その形態は正中口蓋縫合に対し,臼

歯部では後頭部の平坦化を示す側と同方向に,前歯部で

はその逆方向に変異することにより歪みを有していると

述べている。 PPの上顎が歯列弓幅径が狭く,歯列弓長

径とoverjetが大きい傾向にあり, V字型をしているの

は,久島19)の指摘するように頭蓋の形態が影響している

可能性がある。

結　　論

乳児期におけるうつぶせ寝が小児の歯列および岐合に

与える影響を把握することを目的とし,本講座考案の三

次元模型計測システムによる計測を行い,座標値,計測

点間距離および瞭合のプロフイログラムによる検討を行

った。その結果,うつぶせ寝で育てられた小児の歯列お

よび校合について以下の結論を得た。

1)上下顎ともに犬歯および臼歯部の歯列弓幅径が小さ

く,この傾向は特に男子の上顎において顕著に認めら

れた。

2)上顎の歯列弓長径とoverjetが大きい傾向にあっ

た。

3 )切端唆頭頂連続曲線は男女上下顎ともに左右差は認

められず,座標値の最大値と最小値の差が1mm前後

であり,ほぼ直線的であった。

4)歯列弓高径はあおむけ児との差が認められなかっ

た。

5)座標値,切端岐頭頂連続曲線,および歯列弓高径に

おいて,左右差は認められなかった。

6)うつぶせ児の歯列は左右対称的であり,いわゆる

Ⅴ字型の歯列弓形態の傾向にあった。

本論文の要旨の一部は第35回日本小児歯科学会大会(平成

8年6月6日,札幌)において発表した。
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A Study on Dentition and Occlusion in Children
in the Prone Sleeping Posision in Infanthood
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The purpuse of the present study was to analyze the dentition and occlusion of children in prone

the sleeping position in three dimensions.

40 study casts were examined : 20 children in the prone sleeping position in infanthood (PP) and

20 children in tbe supine sleeping position in infanthood (S).

The resulting measurements were normalized and used to make three-dimensional computer-gener-

ated wire frame models of their dentition and occlusion. The data were also compared with Japanese

children with normal occlusion.

The findings were summarized as follows :

1 ) Concerning the average distance between the mesiolingual cusps of the maxillary second decidous

teeth, the PP in males was 33.41 mm,the PP in females was 32.56mm, the S in males was 36.32

mm,and the S in females was 34.32 mm.

2 ) Concerning the average distance between the mesiolingual cusps of the mandibular second deci-

dous teeth, the PP in males was 28.85 mm, the PP in females was 27.96mm, the S in males was

31.37 mm,and the S in females was 29.74 mm.

3 ) Compared with the S, PP dentition was characterized by a smaller arch width, larger arch length

in maxilla, and larger overjet.

4 ) The PP dentition had a normal tendency in the incisal edge-cusp curve and in dental hight.

5 ) The Dental arch form of the PP dentition was symmetrical and had a V-shaped form.

Key words : Prone sleeping position, Three-dimensional measurement, Dentition, Occlusion




